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太
平
山
は
、
古
代
以
来
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
牽
引
し
て

き
た
存
在
で
あ
り
、
山
中
・
山
麓
に
は
太
平
山
神
社
を
は
じ
め

多
く
の
神
社
・
寺
院
が
設
け
ら
れ
、
歴
史
・
文
化
が
育
ま
れ
て

き
た
。
さ
ら
に
現
在
で
は
桜
・
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
、
観
光
地
と

し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
を
含
め

國
學
院
栃
木
学
園
は
、
そ
の
山
麓
に
位
置
し
て
お
り
、
本
学
も

そ
の
育
ま
れ
た
文
化
の
一
端
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
六
〇
年
四
月
に
本
学
園
の
高
等
学
校
が
開
校
す
る
が
、

そ
の
際
に
は
栃
木
県
神
社
庁
な
ど
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
り
、

こ
と
に
太
平
山
神
社
小
林
敏
三
郎
宮
司
の
ご
尽
力
が
大
き
か
っ

た
と
さ
れ
る
（
木
村
好
成
理
事
長
「
創
立
60
周
年
記
念
式
典
式

辞
（
要
旨
）」『
校
報
』
六
九
八
号
、
二
〇
二
〇
年
十
月
）。
そ

の
後
、
隣
接
し
て
短
期
大
学
・
中
学
校
が
開
設
さ
れ
、
太
平
山

と
本
学
は
深
く
つ
な
が
っ
た
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

〈
特
集
〉
太
平
山
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化

「
太
平
山
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化
」
の
企
画
に
あ
た
っ
て
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こ
と
に
本
学
日
本
文
化
学
科
日
本
史
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
そ

の
特
性
か
ら
太
平
山
の
文
化
財
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
調
査
を

介
し
て
関
わ
っ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
栃
木
県
大
学
・
地
域
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
と
し
て
太
平
山
の
石
造
物
と
大
平

山
神
社
の
絵
馬
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
石
造
物
に
つ
い
て
は

平
成
二
十
七
年
・
同
三
〇
年
に
、
絵
馬
に
つ
い
て
は
近
世
史
専

攻
の
坂
本
達
彦
教
授
を
中
心
と
し
て
同
二
十
八
年
・
二
十
九
年
・

三
十
年
・
令
和
元
年
と
成
果
報
告
書
を
刊
行
し
た
（
坂
本
達
彦

「
國
學
院
栃
木
短
期
大
学
に
お
け
る
資
・
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活

動
」〈『
日
本
文
化
研
究
』
六
号
参
照
〉）。
今
回
の
特
集
も
、
太

平
山
と
本
学
の
歴
史
的
・
地
理
的
な
環
境
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
太
平
山
と
そ
の
周
辺
に
創
出
さ
れ
た
歴
史
・
文
化
を
捉
え
直

し
て
み
た
い
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　
太
平
山
と
そ
の
周
辺
に
は
、
数
多
く
の
神
社
・
寺
院
が
営
ま

れ
る
神
聖
な
地
域
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
関
東
平
野
へ

足
尾
山
地
が
、
南
東
方
向
に
鋭
く
突
き
出
た
先
端
部
と
い
う
地

形
的
な
理
由
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
足
尾
山
地
の
先
端
部
は
太

平
山
・
晃
石
山
・
馬
不
入
山
の
連
な
り
を
な
し
、
古
く
は
都
賀

山
と
称
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
都
賀
郡
を
代
表
す
る
山
な
の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
西
南
に
関
東
平
野
に
浮
か
ぶ
小
島
の
よ
う

に
、
岩
舟
山
・
三
毳
山
が
所
在
す
る
。
こ
の
両
山
の
間
を
古
代

東
山
道
が
通
じ
、
付
近
に
は
三
鴨
駅
が
置
か
れ
、
太
平
山
の
南

麓
を
か
す
め
て
下
野
国
府
に
至
る
。
慈
覚
大
師
円
仁
が
生
ま
れ

た
小
野
寺
、
最
澄
が
布
教
に
赴
き
宝
塔
を
建
立
し
た
大
慈
寺
な

ど
、
足
尾
山
地
南
東
先
端
部
は
古
代
以
来
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
り
、
太
平
山
周
辺
も
そ
の
一
角
を
な
す
。

　
太
平
山
の
中
腹
に
あ
る
太
平
山
神
社
は
、
天
長
四
年
（
八
二

七
）、
円
仁
が
創
祀
し
た
と
さ
れ
、
明
治
以
前
は
大
平
山
権
現

と
称
し
た
。
別
当
寺
連
祥
院
般
若
寺
は
天
台
宗
寺
院
で
、
明
治

初
年
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
が
、明
治
三
十
七
年（
一

九
〇
四
）、
太
平
山
神
社
の
表
参
道
二
の
鳥
居
脇
に
再
建
さ
れ

た
。
連
祥
院
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
江
戸
寛
永
寺
末

と
な
り
、
太
平
山
中
の
法
泉
院
（
三
光
院
）・
報
恩
院
・
多
聞
院
・

安
楽
院
の
四
ヶ
寺
を
支
配
し
た
。

　
太
平
山
神
社
の
北
東
に
真
言
宗
豊
山
派
の
太
山
寺
が
あ
り
、

天
長
十
年
、
や
は
り
円
仁
に
よ
る
創
建
と
伝
え
る
。
も
と
天
台

宗
で
、『
下
野
国
誌
』
は
、
太
平
山
の
日
光
権
現
の
本
地
仏
と

す
る
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
宥
海
の
時
に
真
言
宗
に
転
じ
、

四
代
将
軍
家
綱
の
母
宝
樹
院
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。

同
寺
観
音
堂
の
千
手
観
音
立
像
は
、
円
通
寺
旧
蔵
と
さ
れ
『
下
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野
国
誌
』
に
よ
る
と
、
円
通
寺
は
当
初
太
平
山
に
あ
り
、
そ
の

後
、
大
平
町
川
連
に
移
転
し
、
さ
ら
に
皆
川
広
照
の
栃
木
城
構

築
に
あ
た
っ
て
城
の
南
口
に
あ
た
る
現
在
地
栃
木
市
城
内
町
に

移
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　
太
平
山
の
南
斜
面
の
中
腹
に
は
曹
洞
宗
大
中
寺
が
あ
る
。
近

世
初
頭
に
は
禅
宗
の
関
東
僧
録
職
、
の
ち
に
天
下
大
僧
録
職
に

任
じ
ら
れ
、
近
世
を
通
じ
て
宗
内
行
政
を
執
っ
た
有
力
寺
院
で

あ
る
。
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）、
小
山
成
長
が
快
庵
妙
慶
を

招
い
て
開
山
し
た
と
さ
れ
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
十
月
、

古
河
公
方
足
利
政
氏
か
ら
中
泉
荘
内
西
水
代
郷
を
寺
領
と
し
て

安
堵
さ
れ
て
い
る
。
上
杉
謙
信
の
叔
父
良
慶
の
代
に
法
脈
争
い

が
生
じ
、
榎
本
の
大
中
寺
と
分
裂
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
著
名
な
信
仰
施
設
を
幾
つ
か
列
挙
し
て
み
た
が
、有
史
以
来
、

太
平
山
に
は
大
規
模
な
神
社
・
寺
院
が
数
多
く
所
在
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
の
文
化
的
中
核
と
な
り
、
地
域
勢
力
の
み
な
ら
ず
中

央
政
治
と
も
強
く
関
わ
っ
て
い
る
。
今
回
は
さ
さ
や
か
な
取
り

組
み
で
は
あ
る
が
、
幸
い
に
も
貴
重
な
論
考
を
ご
寄
稿
い
た
だ

け
た
。
こ
と
に
神
道
学
・
民
俗
学
・
史
学
と
い
う
学
際
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
で
き
た
こ
と
は
、
一
つ
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
今

後
も
栃
木
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
中
核
と
し
て
の
「
太
平
山
」

を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
将
来
へ
と
い
か
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て

ゆ
け
る
の
か
考
え
て
ゆ
き
た
い
。


